










□とある剣術家について










　樫宮義久はこの時代に彼自身が編み出した、樫宮流という流派の開祖である。

　現代の剣道ではなく古流に近い剣術。樫宮流を起こした彼は、日本だけでなく世界的にも名が知れた剣術家であった。

　かつて演舞で見せた「火のついた燭台を縦に両断し、燭台を倒しも火を消しもしない」という神業から、かつて在りし名刀と同じく〝燭台切〟とも呼ばれるようになった。

　剣士として実力も名誉も世間に認められた人間国宝。

　しかし、その義久にも悩みがあった。




　◇




　夜明けから間もない早朝、義久は黙々と剣を振っていた。

　それは八〇年前から続けている彼の日課であり、自身の婚儀の日も、息子の生まれた日も、妻や息子が死んだ日も決して欠かしたことがない鍛錬だった。

　孫や曾孫が死す日でも自分はこうして剣を振るうのだろうと、義久は考えている。

　もっとも、それよりも早くに……今度は自分の命が尽きると悟っていたが。

「──」

　一息を吐く僅かな時間で彼は刀を抜き、

　瞬きの間に──人間の骨肉と同じ強度の──竹入り畳表を三度薙いで断ち切った。

　その動作が、畳表を斬る音を含めて全て無音。

　義久独自の抜刀術であり……余人には真似できぬ芸当だった。

　二〇四〇年、義久は既に齢九十を超えていたが、傍目には剣技に些かの衰えもなかった。

　その後も畳表を三本斬り、彼は息を吐く。

　衰えてもなお、彼の剣技は冴え渡っている。

　それでも、心を曇らせる悩みはあった。




　彼の悩みは一つ。

　それは、後継者がいないこと。

　門下生は多く、日本中……否、世界中にいる。

　だが、自身の流派の名を継がせたいと思う者は一人もいなかった。

　……否、正確には一人だけいた。彼の息子がそうだった。

　しかし息子は彼よりも早く死に、孫は剣術の才も意欲もなかった。

　後継者の不在は晩年の彼を苛む悩みの一つであり、それゆえに今の彼が振るう刃には寂寞たる思いも込められている。

「すごい、です」

「ん？」

　しかし不意に、彼の剣技を称賛する声と小さな拍手が聞こえた。

　義久が声のした方向……道場の入り口に視線を向けると、小さな幼児の姿があった。

「……刃じんか」

　入り口にいたのは、彼の曾孫である樫宮刃だった。

　彼が付けた名前であり、孫には物騒ではないかと言われたが結局押し通した名である。

　年はまだ五歳。幼稚園にも通っている普通の子供だ。

「まだ日も出ていないのに、よく起きられたものだ」

「はい」

　刃は頷き、テコテコと道場の壁際に歩いて……座り込む。

　そしてまだ斬られていない竹入り畳表と曽祖父を交互に見るのだった。

　それは、どこか催促しているようだった。

「みたい、です」

　そして、実際に「見たい」と催促するのだ。

「……ああ、いいとも」

　義久は曾孫のリクエストに応じて、畳表の前に立つ。




　そして一息に真剣を抜き放ち、──刃を二度・・徹らせる。




　先刻、独りで斬っていたときよりも一度少ない剣閃。

　それは疲労による数の現象ではなく、回数を減らした余裕であることを確かめるため。

　二度の刃を徹す間に、義久は曾孫の顔を──目の動きを観察した。




　──曾孫の目線は彼の刃の動きを正しく追っていた。




　曾孫が義久の刃を見て、義久は曾孫の生来の動体視力を確認した。

「すごい。けど……」

　曾孫は少し不満そうだった。まるで、「ひいおじいちゃんがちゃんとやってくれなかった」とでも言いたげな……義久が全力でないことまで把握しているかのように。

「…………」

　義久は、これまでに何度も考えたことをまた思考する。

　この曾孫には、求めていた後継者に相応しい器があるのではないか、と。

　しかし、同時に思う。

　この太刀一つよりも小さな幼子が、まともに刀を抜けるほど育つまで……自分は生きていられるだろうか、と。

　世間では老いてもなお壮健と持て囃されるが、本人の感覚では徐々に衰えている。

　恐らくはあと三年後には刃も振るえなくなり、死ぬだろうとも予想している。

「……間に合わぬか」

「？」

　曾孫の刃が剣術の修練を行えるようになった頃には、この身は教えることが叶わない。

　それが口惜しくもあり……同時に安堵もした。

　もしも自らの体がもつ可能性があれば、義久はきっとこのあどけない幼子に剣術を叩き込んでいただろうから。

　それこそ、今は亡き息子にそうしたように。

　だが、自らの身体が衰えていき、教えても半端になってしまうことが分かっているならば……最初から諦めることができる。

（そう、刃の人生に無用の重みだけ持たせるくらいならば、教えなくとも良い。良いではないか、後継者などできなくとも。所詮はこの身一代の剣術なのだから）

　流派の型は各地の道場の弟子が継ぐ。

　そして自らが振るう流派の神髄は、曾孫に「すごい」と無邪気に賞賛されて終わる。

　それでも良いではないか、と義久は自らの起こした流派の行く末に納得した。

「ひいおじいちゃん？」

「いや、なんでもない。刃。何か見たい技はあるか？　今度はちゃんとやってみせよう」

「あれがみたいです！　つぎつぎに、けんをぬいてきる、あれです！」

「〝八色〟か。いいだろう」

　そうして彼は曾孫にせがまれるまま、剣術を見せた。




　そんな穏やかな日々を数年すごした後、彼は病床に臥せ……そのまま末期の刻を迎えた。

　自身の編み出した剣術の真の後継は得ずとも、充実した人生であったと満足しながら。

　病院のベッドの傍で泣きじゃくる曾孫に見送られ……一人の剣術家が亡くなった。




　◇




　そうして、義久の人生は幕を閉じたが……彼には一つの思い違いがあった。

　彼は後継者を得ていないと思っていた。

　しかし、それは誤りだ。

　彼は後継者を得ていたし、その技術と神髄の全てを教え込んでもいた。

　そう、彼は曾孫に己の技を見せることで……全てを継承させていた。

　無論、ただ見せることに意味はない。

　彼の剣技は見ただけで真似できるようなものではない。

　だが、奇しくも……樫宮刃にはそれができる素養があった。




　見ただけで義久の剣術の術理を、樫宮流の神髄を把握していた。




　後継者の器がある……などというレベルではない。

　義久が後継者と見込んだ息子よりも、そして彼自身よりも莫大な才能を有していた。

　しかし、それもあくまで幼少期に見て覚えただけのこと。

　時が経つにつれて記憶は風化し、やはり身につけることは叶わない。

　少なくとも、彼が太刀を十全に振るえる年齢になる頃には、消えているはずだった。

　しかし奇しくも……やはり奇しくも……彼は幼いままに剣術を振るう機会を得た。

　機会の名は〈Infinite Dendrogram〉、可能性を提供すると謳うＶＲＭＭＯ。

　その地で樫宮刃はカシミヤとなり、幼い身体での抜刀を可能にする〈エンブリオ〉のイナバと出会った。

　そして、かつて見た曾祖父の樫宮流を、自分なりの形で身につけていく。




　多少、我流の魔剣に変えながら。
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